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上越都市計画事業 上越市新幹線新駅地区土地区画整理事業 

事 業 計 画 書 

 

第１ 土地区画整理事業の名称等 

（１） 土地区画整理事業の名称 

上越都市計画事業 上越市新幹線新駅地区土地区画整理事業 

 

（２） 施行者の名称 

上越市 （土地区画整理法第 3 条第 4 項） 

 

第２ 施行地区 

（１） 施行地区の位置 

 本地区は、上越市の南部に位置し、都市計画道路上新バイパス（国道 18 号）から西

へ約 1.5km、都市計画道路五智中田原線から東へ約 0.8km、都市計画道路中田原下箱井

線から南へ約 1.0km の地点にある。 

また、北西約 2.0km には上信越自動車道上越高田インターチェンジ、地区内には JR

信越本線脇野田駅があり、脇野田駅の西側約 120ｍには北陸新幹線新駅の開業が予定

され、広域的な交通アクセス性に優れている地区である。 

さらに、地区西側に隣接した地区では、上越市の新たな観光資源としての活用が期

待されている釜蓋遺跡がある。 

地区界は、北側は都市計画道路黒田脇野田線、東側は都市計画道路薄袋荒町線、南

側は市道大和一大和五丁目線及び市街化区域界である農道、西側は市道大和五丁目２

号線、南西部は既に造成済みである住宅団地を境界とし、面積約 28.5ha の地区である。 

 

（２） 施行地区位置図 

土地区画整理法施行規則第 5 条第 2 項による別紙位置図のとおり。 縮尺 1/20,000 

  

（３） 施行地区の区域 

本地区に含まれる区域の名称は次のとおりである。 

上越市大和一丁目、大和二丁目、大和五丁目、大和六丁目の各一部 

上越市大字荒町字池の島の一部 

上越市大字今泉字釜フタ、字岡宮の各一部 

 

（４） 施行地区区域図 

土地区画整理法施行規則第 5 条第 3 項による別紙区域図のとおり。 縮尺 1/1,000 
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第３ 設計の概要 

１ 設計説明書 

（１） 土地区画整理事業の目的 

本地区は、北陸新幹線開業に合わせ、現在の脇野田駅西側に新幹線新駅（仮称）上

越駅の立地が計画されており、広域交通結節点としての重要な役割を担う地区である。 

また、新駅と脇野田駅を一体駅として整備するための信越線移設計画、新駅へのア

クセス道路の整備計画も進められており、当市を含めた上越地域の新たな玄関口にふ

さわしい街づくりが求められている。 

さらには、本地区の西側に隣接し、未来に引き継ぐべき貴重な釜蓋遺跡との調和を

図り、歴史文化を感じさせる街づくりも求められている。 

この為、本事業により都市計画道路、駅前広場、公園等の公共施設及び新駅を中心

とした総合的な土地利用の整備を図り、健全な市街地を形成するとともに、今後、本

地区西側に隣接した釜蓋遺跡箇所に整備する歴史公園と調和した景観形成を図ること

を目的とする。 

 

（２） 施行地区内の土地の現況 

信越本線東側区域は、市街化区域に編入されていたこともあり既に市街化が進んで

いるが、信越本線西側区域については、平成 16年 3 月に市街化編入されたばかりであ

り既存の工業施設や一般住宅が点在する他はほとんどが農用地である。 

また、地区に隣接して南西部には民間開発により整備された若葉団地が形成されて

いる。 

 

（イ） 地区内人口及び人口密度 

地区の人口は約 300 人で人口密度は 10.5 人／ｈａである。 

 

（ロ） 土地の利用状況 

現況土地利用の面積構成は、農地（田・畑）が約 46％、宅地が約 20％、公共用地（道

路、水路等）が約 20％、その他が約 14％となっている。宅地は主要な道路沿いに多く

分布している。 

 

（ハ） 道路の状況 

本地区の幹線道路は、県道後谷黒田脇野田停車場線（幅員 10ｍ）が地区北部を東西

に、県道上越脇野田新井線（幅員 10ｍ）が地区東部を南北に走っている。 

また、生活道路として、市道上門前大和線、市道大和一大和五丁目線、市道脇野田

停車場線、市道大和五青木線、市道大和五丁目１・２・３号線、市道大和五丁目団地
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７・９・１１号線がそれぞれ連絡されている。その他は幅員 4.0ｍ未満の農道である。 

 

（ニ） 宅地・建物の状況 

本地区東部、県道上越脇野田新井線沿道に一般住宅や商業施設などのややまとまっ

た立地が見られているほか、市道沿いに一般住宅が点在している。ほとんどが木造の

低層建築物である。 

 

（ホ） 工場の立地状況 

本地区北部を通る県道後谷黒田脇野田停車場線沿道には工業施設が立地している。 

 

（ヘ） 地勢 

本地区の地勢は、標高約 16.6ｍから 20.4ｍとなっており、地区中央東西軸から南北

方向へ緩やかに傾斜している。また、地区南部の水田は標高 16.6ｍから 17.6ｍの低地

部となっている。 

 

（ト） 用排水 

本地区内の用水は、地区南部の矢代川から配水されている西中江用水路及び内川か

ら配水されている三字用水路から取水している。また、地区外北側の農地へ配水する

ための用水路が、地区中央部を南から北に流下している。 

雨水排水は、道路側溝及び用水路を利用して地区の南から北、西から東に流下して

いる。 

 

（チ） 供給処理施設の状況 

 本地区には、上水道、ガス、電気及び電話は供給されているが、公共下水道は整備

されていない。 

 

（リ） 学校等文教施設 

 本地区には、保育園、小学校、中学校等の文教施設はなく、地区外に大和小学校、

城西中学校、上越養護学校があり周辺地域を含めた範囲での利用が行われている。 

 

（ヌ） 地価 

本地区の地価は、不動産鑑定により最高が県道上越脇野田新井線沿いで 52,700 円／

㎡、最低が地区南側の農地で 16,900 円／㎡となっており、地区平均は約 28,300 円／

㎡である。 
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（３）設計の方針 

（イ） 土地利用計画 

本地区は、大半が商業地域、第一種住居地域に指定されている。 

本地区の土地利用は、東西駅前広場を中心に駅前商業系施設の計画を行う。また、

幹線・補助幹線道路沿道は沿道商業・業務系施設を計画する。地区南西部は住居系施

設として計画する。 

 

（ロ） 人口計画 

本地区における人口計画は、約 300 人を想定する。 

本地区は、大和小学校を中心とした住区の一部を構成する。 

 

住宅地面積（ha） 人口計画（人） 人口密度 

 

4.8 

商業地内の既存住宅移転先を含む

300 

ａ 

63 人／ｈａ 

 

 

（ハ） 道路計画 

都市計画道路 3・4・16 薄袋荒町線（幅員 18.0～23.0ｍ）及び 3・4・48 黒田脇野

田線（幅員 20.0ｍ）を主要幹線道路とし、地区外との円滑な交通活動を維持すると

ともに、地区内からの交通を集散し都市の根幹的自動車交通路として円滑な都市活

動の維持及び都市の骨格を形成する。 

都市計画道路 3・4・49 新幹線駅西口線（幅員 20.0～22.0ｍ）、都市計画道路 3・4・

47 脇野田岡原線（幅員 22.0ｍ）及び都市計画道路 3・4・50 新幹線駅環状線（幅員

17.0～18.0ｍ）を地区内補助幹線道路とし、駅前広場交通及び区画道路からの交通

を集め、効率よく安全に主要幹線道路に誘導を行う。 

区画道路は、都市計画道路から住宅地及び商業地へ円滑に交通及び歩行者を誘導

するとともに、安全で快適な居住環境及び有効な商業・業務街区の形成に考慮し配

置する。また、地区外道路との接続及び歩行者動線の確保に考慮する。 

区画道路の幅員は、住宅地では居住環境の向上及び冬季積雪時における交通の安

全性を図るため 7.5ｍ～12.5ｍとする。商業地では商業・業務施設への自動車交通

の利便性及び荷物の搬入出のためのバックヤードの確保に考慮し 9.5ｍ～12.5ｍと

し、既存住宅移転先街区及び地区界沿いの道路などの一部の路線については 7.5ｍ

とする。また、地区西部及び南部地域における今後の市街化を想定し 15.5～17.0ｍ

の区画幹線道路を配置する。 

特殊道路は、駅利用者の利便性に配慮し駅前広場に連絡する幅員 6.0ｍの歩行者

専用道路を配置すると共に、地区回遊の利便性に配慮し幅員 4.0ｍの歩行者専用道

路を適宜配置し、安全で快適な歩行者空間の形成を図る。 
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（ニ） 公園計画 

公園は、地区面積の 3％以上を確保することとし、誘致距離を考慮しながら地区内

に 5 箇所の街区公園を計画する。また、１号、２号街区公園は、駅前広場に隣接して

配置することにより一体的な空間を確保するとともに駅からの眺望にも配慮した計画

とする。 

 

（ホ） 河川・水路計画 

地区内排水は、Ｕ型側溝等道路側溝により集水し、地区内に設置する調整池を経て

一級河川青田川へ放流する計画とする。 

また、地区外から流入する農業用水については、地区内外の現況農業用水の排水系

統を考慮し、その機能に支障のないよう地区外へ流下させる。 

 

（ヘ） 調整池計画 

 開発に伴い増加する雨水流出を抑制するため、放流先である一級河川青田川の排水

能力を考慮して調整池を計画する。 

 

（ト） 公益施設 

 本地区は、既存の大和小学校、城西中学校の学校区に入っておりそれらが利用でき

るため計画しない。 

また、地区西側に隣接している釜蓋遺跡については、「弥生のムラ」コミュニティパ

ーク事業において、本地区と一体的な利活用が図られるよう整備するものとし、釜蓋

遺跡に隣接した街区には、上越の歴史文化や遺跡の紹介を行うガイダンス施設用地を

確保する。 

  

（チ） 供給処理施設の整備計画 

上水道、ガスは管理者と十分協議の上、地区全体に供給できるよう整備する。 

電気、電話については、公共施設の整備に伴い支障となる物件は移設し、宅地化の

進展に合わせて別途管理者が整備する。 

また、下水道については、市の公共下水道計画と整合を図り全域処理できるように

計画する。 

 

（リ） 宅地の整備計画 

駅前商業及び沿道商業・業務系施設の街区は、１画地配列を基本として誘致企業の

利便を図る。 

一般住宅地は２画地配列を基本とし、屋根雪の堆雪地を考慮して１画地 260 ㎡を標

準とし計画する。 
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また、造成計画については、地区外現況地形、道路計画及び排水計画と整合を図る

計画とし、現況が水田として利用されている低地部については盛土を行う。 

 

（ヌ） 移転・移設計画 

本事業における公共施設の整備に伴い、移転を必要とする建物は適切な工法により

家屋移転を行う。 

上水道、ガス、電気、電話等の既存施設については関係機関と協議の上移設する計

画とする。 
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（４）整理施行前後の地積 

（イ） 土地の種目別施行前後対照表 

種  別 
施 行 前 施 行 後 

備  考 
地積(㎡) ％ 筆数 地積(㎡) ％ 

公 

共 

用 

地 

国 

有 

地 

道 路 3,166.73 1.11 15 3,200.00 1.12  

計 3,166.73 1.11 15 3,200.00 1.12  

地
方
公
共
団
体
所
有
地 

道 路 39,879.17 14.01 322 85,858.22 30.16  

駅 前 広 場 16,002.11 5.62  

水 路 13,032.31 4.58 19 7,008.92 2.46 施行後：調整池 5,190.26 ㎡含む 

堤 1,262.70 0.44  

公園・緑地 9,080.79 3.19 緑地 956.84 ㎡含む 

計 54,174.18 19.03 341 117,950.04 41.43  

合 計 57,340.91 20.14 356 121,150.04 42.55  

宅

地 

民

有

地 

田 117,933.42 41.44 299 法 95 条第 1項第 6号該当 2筆 30.20 ㎡ 

畑 2,618.94 0.92 18 22,818.68 8.02 法 95 条第 1項第 6号該当 1筆 16.00 ㎡ 

宅 地 50,455.26 17.72 197 104,219.06 36.61 法 95 条第 1項第 6号該当 1筆 26.67 ㎡ 

雑 種 地 5,899.86 2.07 21  

原 野 325.30 0.11 8  

墓 地 16.50 0.01 5 12.95 0.01  

公衆用道路 
1,036.00 0.36 7

  法 95 条第 1項第 6号該当 7筆 1,036.00 ㎡ 

鉄 道 敷 地 15,410.79 5.41 57 11,969.88 4.20 
法 95 条第 1 項第 1 号該当 57 筆内一部 11,969.88 ㎡（鉄道敷）

法 95 条第 1 項第 6 号該当 2 筆 305 ㎡ 

公 園 170.00 0.06 1    

計 193,866.07 68.10 613 139,020.57 48.84  

市

有

地 

宅 地 6,055.30 2.13 32 14,333.96 5.03  

田 9,475.18 3.33 27   法 95 条第 1項第 4号該当 1筆 28.00 ㎡（ガス基地） 

畑 822.25 0.29 7    

雑 種 地 1,031.00 0.36 3 193.63 0.07 

消火栓、防火水槽、ゴミ集積所（創設換地）：法 95 条第 3 項該当 

23 筆 128.07 ㎡ 

ガス基地：法 95 条第 1 項第 4 号該当 1 筆 65.56 ㎡ 

鉄 道 用 地 3,024.00 1.06 2    

計 20,407.73 7.17 71 14,527.59 5.10  

合 計 214,273.80 75.27 684 153,548.16 53.94  

保 留 地 9,991.08 3.51  

測 量 増 減 13,074.57 4.59  

総 計 284,689.28 100.00 1,040 284,689.28 100.00  
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（ロ）減歩率計算表 

整理前宅地 

地    積 

(台帳地積) 

同更正地積

 

(測量増減を加

減したもの) 

整理後宅地地積 差引減歩地積 減 歩 率 

保留地を

含 め た

宅地地積

保留地を

除 い た

宅地地積

公共減歩

地  積

公共保留地 

を合算した 

減歩地積 

公共減歩率
公共保留地

合算減歩率

(A) (B) (C) (D) (B-C) (B-D) ((B-C)/B) ((B-D)/B) 

㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ㎡ ％ ％

214,273.80 227,348.37 163,539.24 153,548.16 63,809.13 73,800.21 28.07 32.46

 

（５）保留地の予定地積 

整理前宅地 

価格総額 

整理後宅地

価格総額 

宅地価格総額

の増加額 

整理後 1平方

メートル当り

予定価格 

保留地として

取り得る 

最大限地積

保留地の 

予定地積 
割合 摘 要 

千円 千円 千円 円／㎡ ㎡ ㎡ ％ 整理前単価 

6,433,959 9,485,276 3,051,317 58,000 52,608.91 9,991.08 18.99

28,300 円/㎡

増進率 

2.05
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（６）公共施設整備改善の方針 

（イ） 都市計画との関連 

施行地区に係る都市計画 

事 項 内 容 告示年月日 告示番号 

市街化区域 28.5 ha H19年10月30日 新潟県告示第 1940 号

用

途

地

域 

第一種中高層住居専用地域 0.1 ha H19年10月30日 上越市告示第 509 号 

第一種住居地域 7.1 ha H19年10月30日 上越市告示第 509 号 

第二種住居地域 0.5 ha H19年10月30日 上越市告示第 509 号 

商業地域 20.2 ha H19年10月30日 上越市告示第 509 号 

準工業地域 0.6 ha H19年10月30日 上越市告示第 509 号 

都

市

施

設 

3.4.16 薄袋荒町線 
W=18～23ｍ 

L=428.80ｍ H16 年 3月 30 日 新潟県告示第 746 号 

3.4.47 脇野田岡原線 
W=22ｍ 

L=68.80ｍ H16 年 3月 30 日 新潟県告示第 746 号 

3.4.48 黒田脇野田線 
W=20ｍ 

L=654.60ｍ H19年10月30日 新潟県告示第 1941 号

3.4.49 新幹線駅西口線 
W=20～22ｍ 

L=357.70ｍ H19年10月30日 上越市告示第 510 号 

3.4.50 新幹線駅環状線 
W=17～18ｍ 

L=635.40ｍ H19年10月30日 上越市告示第 510 号 

上越都市計画事業 
上越市新幹線新駅地区土地区画整理事業 28.5 ha H19年10月30日 上越市告示第 512 号 

新幹線新駅周辺地区 地区計画 25.3 ha H23 年 12 月 7日 上越市告示第 497 号 

 

都市計画道路 

本地区の都市計画道路は、 

3・4・16 薄袋荒町線    （幅員 18.0ｍ～23.0ｍ） 

3・4・47 脇野田岡原線   （幅員 22.0ｍ） 

     東口駅前広場   （面積 10,400 ㎡） 

3・4・48 黒田脇野田線   （幅員 20.0ｍ） 

3・4・49 新幹線駅西口線  （幅員 20.0ｍ～22.0ｍ） 

     西口駅前広場   （面積 5,600 ㎡） 

3・4・50 新幹線駅環状線  （幅員 17.0ｍ～18.0ｍ） 

の５路線が都市計画決定されており、本事業により車道・歩道の舗装、側溝、照

明灯の整備を行い、歩道には植樹帯を設けて植栽する。また、東口駅前広場及び西

口駅前広場も都市計画決定されており、本事業により車道・歩道の舗装、側溝、植

栽、照明灯及び消融雪施設の整備を行う。 
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駅前広場と駅前広場にアクセスする都市計画道路は、要請者負担方式による電線

類の地中化など一体的な整備を行い、新幹線駅前地区としてふさわしい街並み景観

の創出に資する。なお、電線類の地中化については別途事業で行う。 

 

（ロ） 区画道路及び特殊道路 

本事業により、全ての区画道路には舗装及び側溝の整備を行う。幅員 12.5ｍ～

17.0ｍの道路には幅員 4.0ｍの歩道を設置し、歩道内には植樹桝を設けて植栽する。 

また、歩行者専用道路である幅員 10.0ｍ、6.0ｍ、4.0ｍの特殊道路は、舗装、側

溝、植栽、照明灯の整備を行い、安全で快適な歩行者空間の形成を図る。 

 

（ハ） 公園 

街区公園は、本地区内に５ヶ所配置する。 

１号街区公園 地区の東側 0.20ha 

２号街区公園 地区の西側 0.23ha 
３号街区公園 地区の西側 0.14ha 

４号街区公園 地区の西側 0.14ha 
５号街区公園 地区の西側 0.10ha 

整備計画については、本事業による整備は造成及び外柵等とし、施設の整備につ

いては別途公園事業で行う。 

 

（ニ） 緑地 

緑地は、本地区内に４箇所配置し、本事業により造成を行う。 

１号緑地 地区の東側 0.02ha 

２号緑地 地区の西側 0.05ha 

３号緑地 地区の西側 0.02ha 

４号緑地 地区の西側 0.02ha 

 

（ホ） 水路 

排水系統に考慮し、その機能に支障のないよう函渠（ボックスカルバート）及び

開渠（三面コンクリート）で整備する。 

 

（ヘ） 調整池計画 

調整池は、公共下水道計画、下流放流河川及び排水計画と整合を図り、配置計画

を行う。 

整備計画については掘り込み式とし、街並みに調和した修景整備を行うことによ

り、都市景観の創出を図る。 

なお、施設の整備については別途事業で行う。 
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（ト） 公共施設別調書 

区分 名 称 
道路

種別

形 状 寸 法 
整 備 計 画 摘  要 

幅員(ｍ) 延長(ｍ) 面積(㎡)

道

路 

幹

線

道

路 

３・４・１６ 
薄袋荒町線 

◎ 18.0～23.0 428.83 9,709.30
 決定 H16.3.30 

舗装、側溝、照明灯 
電線類地中化、消雪施設 

３・４・４７ 
脇野田岡原線 

◎ 22.0 69.55 1,696.86  
決定 H16.3.30 
舗装、側溝、照明灯 
電線類地中化、消雪施設 

東口駅前広場 ◇ － － 10,403.12
決定 H16.3.30 
舗装、側溝、植栽、照明灯、 
電線類地中化、融消雪施設 

３・４・４８ 
黒田脇野田線 

◎ 20.0 654.69 14,068.76  決定 H19.10.30 
舗装、側溝、照明灯 

３・４・４９ 
新幹線駅西口線 

◇ 20.0～22.0 348.76 7,160.64
 
 
 

決定 H19.10.30 
舗装、側溝、植栽、照明灯、 
電線類地中化 

西口駅前広場 ◇ － － 5,598.99  
決定 H19.10.30 
舗装、側溝、植栽、照明灯、 
電線類地中化、融消雪施設 

３・４・５０ 
新幹線駅環状線 

◇ 17.0～18.0 635.44 11,160.93
 

決定 H19.10.30 
舗装、側溝、植栽、照明灯、 
電線類地中化 

小  計  2,137.27 59,798.60
 

 

区

画

道

路 

幅員  17  ｍ 17.0 202.54 1,991.89
 

舗装、側溝、植栽、照明灯 

幅員 15.5 ｍ 15.5 105.02 1,730.34
 

  〃 

幅員 12.5 ｍ 12.5 1,368.63 17,217.56
 

舗装、側溝、植栽 

幅員  9.5 ｍ 9.5 447.11 4,321.93
   

舗装、側溝 

幅員  8  ｍ 8.0 255.66 2,050.77
 

  〃 

幅員  7.5 ｍ 7.5 1,899.94 14,794.89
 

  〃 

小  計  4,278.90 42,107.38   

特

殊

道

路 

幅員  10  ｍ 10.0 53.19 532.18
 歩行者専用道路 

舗装、側溝 

幅員  6  ｍ 6.0 177.38 1,082.50
 

  〃 

幅員  4  ｍ 4.0 386.77 1,539.67  歩行者専用道路 
舗装、側溝、植栽 

小  計  617.34 3,154.35   

計  7,056.70 105,060.33   

4.5 

18.0～23.0

9.0～14.0 4.5 

5.5 5.5 11.0 

22.0

5.5 5.59.0

20.0

5.5 5.59.0～11.0

20.0～22.0

4.04.0 9.0

17.0～18.0

4.0 4.0 9.0 

17.0 

4.0 4.0 7.5

15.5 

4.0 8.5 

12.5 

9.5 

8.0 

7.5 

10.0

6.0

4.0
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区分 名 称 
道路

種別

形 状 寸 法 
整 備 計 画 摘  要 

幅員(ｍ) 延長(ｍ) 面積(㎡)

公

園

・

緑

地 

公

園 

１号街区公園  1,999.84  整地、外柵等 

２号街区公園  2,302.25    〃 

３号街区公園  1,416.60    〃 

４号街区公園  1,371.18    〃 

５号街区公園  1,034.08    〃 

小 計  8,123.95   

緑

地 

１ 号 緑 地  181.46  整地 

２ 号 緑 地  469.15  〃 

３ 号 緑 地  154.81  〃 

４ 号 緑 地  151.42  〃 

小 計  956.84   

計  9,080.79   

水

路 

調 整 池  5,190.26   

１ 号 水 路 2.0 49.12 97.15  開渠（三面コンクリート） 

２ 号 水 路 2.0 34.62 69.06    〃 

３ 号 水 路 2.0 84.60 168.80    〃 

４ 号 水 路 2.0 166.04 332.78    〃 

５ 号 水 路 2.0 160.85 322.07    〃 

６ 号 水 路 － 302.75 694.80  自由勾配型側溝 

７ 号 水 路 － 120.60 134.00  自由勾配型側溝 

小 計  918.58 1,818.66   

計  7,008.92   

合 計  121,150.04   
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（チ） 路線別調書 

区分 名  称 
道路
種別

形 状 寸 法 
帰属者名 摘 要 

幅員(ｍ) 延長(ｍ) 面積(㎡) 

道 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

路 

幹 

線 

道 

路 

3･4･16 薄袋荒町線 ◎ 18.0～23.0 428.83 9,709.30 新潟県  

3･4･47 脇野田岡原線 ◎ 22.0 69.55 1,696.86 〃  

東口駅前広場 ◇ － － 10,403.13 上越市  

3･4･48 黒田脇野田線 ◎ 20.0 654.69

3,200.00 国土交通省  

10,868.76 新潟県  

3･4･49 新幹線駅西口線 ◇ 20.0～22.0 348.76 7,160.64 上越市  

西口駅前広場 ◇ － － 5,598.99 〃  

3･4･50 新幹線駅環状線 ◇ 17.0～18.0 635.44 11,160.93 〃  

小 計  2,137.27 59,798.60   

区 
 

画 
 

道 
 

路 

区画道路 17.0ｍ－ 1号線 17.0 202.54 1,991.89 上越市 別途事業 

区画道路 15.5ｍ－ 1号線 15.5 105.02 1,730.34 〃  〃 

区画道路 12.5ｍ－ 1号線 12.5 270.72 3,396.79 〃 一部別途事業 

区画道路 12.5ｍ－ 2号線 12.5 123.32 1,550.10 〃  

区画道路 12.5ｍ－ 3号線 12.5 228.38 2,846.64 〃  

区画道路 12.5ｍ－ 4号線 12.5 187.19 2,392.54 〃 別途事業 

区画道路 12.5ｍ－ 5号線 12.5 176.26 2,206.06 〃  

区画道路 12.5ｍ－ 6号線 12.5 241.80 3,031.06 〃 一部別途事業 

区画道路 12.5ｍ－ 7号線 12.5 140.96 1,794.37 〃 別途事業 

区画道路 9.5ｍ－ 1号線 9.5 136.67 1,323.31 〃  

区画道路 9.5ｍ－ 2号線 9.5 226.04 2,178.69 〃  

区画道路 9.5ｍ－ 3号線 9.5 84.40 819.93 〃 別途事業 

区画道路 8.0ｍ－ 1号線 8.0 255.66 2,050.77 〃  〃 

区画道路 7.5ｍ－ 1号線 7.5 91.72 714.04 〃  〃 

区画道路 7.5ｍ－ 2号線 7.5 117.68 898.42 〃  〃 

区画道路 7.5ｍ－ 3号線 7.5 64.49 501.65 〃  〃 

区画道路 7.5ｍ－ 4号線 7.5 79.55 613.55 〃  〃 

区画道路 7.5ｍ－ 5号線 7.5 48.45 372.95 〃  〃 

区画道路 7.5ｍ－ 6号線 7.5 44.05 342.47 〃  〃 
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区分 名  称 
道路

種別

形 状 寸 法 
帰属者名 摘要 

幅員(ｍ) 延長(ｍ) 面積(㎡) 

道 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

路 

区 
 

画 
 

道 
 

路 

区画道路 7.5ｍ－ 7号線 7.5 95.52 733.52 上越市 別途事業 

区画道路 7.5ｍ－ 8号線 7.5 59.18 458.26 〃  〃 

区画道路 7.5ｍ－ 9号線 7.5 156.00 1,189.23 〃  〃 

区画道路 7.5ｍ－10号線 7.5 61.24 468.83 〃  〃 

区画道路 7.5ｍ－11号線 7.5 65.87 503.72 〃  〃 

区画道路 7.5ｍ－12号線 7.5 67.80 517.08 〃  〃 

区画道路 7.5ｍ－13号線 7.5 268.95 2,050.00 〃  〃 

区画道路 7.5ｍ－14号線 7.5 180.35 1,368.19 〃  〃 

区画道路 7.5ｍ－15号線 7.5 53.75 411.30 〃  〃 

区画道路 7.5ｍ－16号線 7.5 86.69 658.79 〃  〃 

区画道路 7.5ｍ－17号線 7.5 54.53 417.00 〃  〃 

区画道路 7.5ｍ－18号線 7.5 272.40 2,056.28 〃  〃 

区画道路 7.5ｍ－19号線 7.5 － 134.34 〃  

区画道路 7.5ｍ－20号線 7.5 31.72 385.27 〃  

小 計  4,278.90 42,107.38   

特 
 

殊 
 

道 
 

路 

特殊道路 10.0ｍ－ 1号線 10.0 53.19 532.18 上越市  

特殊道路 6.0ｍ－ 1号線 6.0 16.65 109.74 〃  

特殊道路 6.0ｍ－ 2号線 6.0 60.60 371.11 〃 別途事業 

特殊道路 6.0ｍ－ 3号線 6.0 50.07 300.74 〃  〃 

特殊道路 6.0ｍ－ 4号線 6.0 50.06 300.91 〃  〃 

特殊道路 4.0ｍ－ 1号線 4.0 39.54 157.99 〃  

特殊道路 4.0ｍ－ 2号線 4.0 120.67 475.97 〃  

特殊道路 4.0ｍ－ 3号線 4.0 72.30 289.14 〃 別途事業 

特殊道路 4.0ｍ－ 4号線 4.0 41.63 166.37 〃  〃 

特殊道路 4.0ｍ－ 5号線 4.0 43.01 171.77 〃  〃 

特殊道路 4.0ｍ－ 6号線 4.0 35.62 142.56 〃  〃 

特殊道路 4.0ｍ－ 7号線 4.0 34.00 135.87 〃  〃 

小 計  617.34 3,154.35   

計  7,033.51 105,060.33   
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区分 名  称 
道路 

種別 

形 状 寸 法 
帰属者名 摘要 

幅員(ｍ) 延長(ｍ) 面積(㎡) 

公 
 

園 

・ 

緑 
 

地 

公 
 
 

園 

1 号 街 区 公 園  1,999.84 上越市 一部別途事業 

2 号 街 区 公 園  2,302.25 〃   〃 

3 号 街 区 公 園  1,416.60 〃  

4 号 街 区 公 園  1,371.18 〃  

5 号 街 区 公 園  1,034.08 〃  

小 計  8,123.95   

緑 
 
 

地 

1 号 緑 地  181.46 上越市  

2 号 緑 地  469.15 〃  

3 号 緑 地  154.81 〃  

4 号 緑 地  151.42 〃  

小 計  956.84   

計  9,080.79   

水 
 
 
 
 

路 

調 整 池  5,190.26 上越市 別途事業 

1 号 水 路 2.0 49.12 97.15 〃  

2 号 水 路 2.0 34.62 69.06 〃  

3 号 水 路 2.0 84.60 168.80 〃  

4 号 水 路 2.0 166.04 332.78 〃  

5 号 水 路 2.0 160.85 322.07 〃  

6 号 水 路 － 302.75 694.80 〃  

7 号 水 路 － 120.60 134.00 〃  

小 計  918.58 7,008.92   

計  121,150.04   
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（７）土地区画整理法第２条第２項に規定する事業の概要 

（イ） 上水道管の設置 

 上越市水道局より給水を受ける計画とし、地区内の各道路に水道管を埋設し、地

区内全戸に給水できるよう整備する。 

また、上水道管の整備に合わせて、消火栓 14ヶ所、防火水槽４ヶ所を設ける。防

火水槽は、街区公園内に設置する計画とする。 

   

（ロ） 下水道管の設置 

 公共下水道計画と調整を図り、地区内の各道路に雨水函・汚水管の整備を行う。 

なお、施設の整備については別途事業で行う。 

   

（ハ） ガス管の設置 

 事業者である上越市ガス水道局と調整を図り、地区全域に都市ガスを供給できる

よう整備する。 

 

（ニ） 電力・電話 

事業者である東北電力、NTT と調整を図り、地区全域に供給できるように整備す

る。なお、電線類の地中化については、事業主体である上越市が別途事業で整備す

る。 

 

２ 設計図 

土地区画整理法施行規則第６条第３項による別紙設計図のとおり。 縮尺 1/1,000 
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第４ 事業施行期間 

自 平成 17 年 3月 30 日 （事業計画決定の公告の日から） 

至 平成 31 年 3月 31 日 

 

第５ 資金計画書 

１ 収  入 

区 分 金額（千円） 摘 要 

国庫補助金  3,545,611

通常費）（H16～H22） 

    （H23～H30） 

114,500 ×   1/2  ＝    57,250 千円 

1,128,006 × 5.5/10 ＝   620,403 千円 

交付金） 3,633,029 × 5.5/10 ＝ 1,998,166 千円 

住宅基盤） 1,725,316 ×   1/2  ＝   862,658 千円 

地籍整備推進調査費） 14,268 ×   1/2  ＝     7,134 千円 

県 費 219,541

通常費）（H16～H22） 

     （H23～H30） 

114,500 ×   1/2  ＝    57,250 千円 

1,128,006 × 4.5/10 ＝   507,603 千円 

交付金） 3,633,029 × 4.5/10 ＝ 1,634,863 千円 

市 費 2,849,967

住宅基盤） 1,725,316 ×   1/2  ＝   862,658 千円 

地籍整備推進調査費） 14,268 ×   1/2  ＝     7,134 千円 

計 6,615,119  

公共施設管理者負担金 370,329 市道（区画道路、特殊道路分） 延長 3,278ｍ 公管金対象面積 22,430.58 ㎡ 

保留地処分金 537,550  9,991.08 ㎡ × 53,803 円／㎡ 

上越市単独費 1,566,994  

計 2,474,873  

合 計 9,089,992  

 

 他事業施行分 

事業名称 事業費（千円） 摘要 

信越本線移設事業 3,217,010 全体延長 L＝1,800ｍ（区画整理区域内延長 L＝830ｍ） 

まちづくり交付金事業 2,838,113
区画道路、特殊道路、下水道（雨水、汚水）、公園、調整池、電線地中化、 

調査設計 
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２ 支  出 

種 別 単位 事業量 事業費（千円） 備 考 

公 

共 

施 

設 

整 

備 

費 

築 
 

造 
 

費 

道
路
築
造
費 

幹線道路 ｍ 2,137.3 1,583,011  

区画道路 ｍ 1,237.6 334,189 一部別途事業（L＝3,041.3ｍ） 

特殊道路 ｍ 383.7 30,814 一部別途事業（L＝233.6ｍ） 

計   1,948,014  

駅 前 広 場 ㎡ 16,002.1 565,313  

公 園 整 備 費 ㎡ 8,124.0 59,450 一部別途事業 

緑 地 整 備 費 ㎡ 956.8 9,961  

水 路 ｍ 1,135.9 117,743  

調 整 池 ㎡ － － 別途事業 

計   2,700,481  

移 

転

建 物 移 転 費 棟 86 3,842,108  

計  86 3,842,108  

移 

設 

電 柱 移 設 費 本 161 199,811  

ガ ス 移 設 費 ｍ 4,280.0 89,858  

上水道移設費 ｍ 3,785.0 67,342  

計   357,011  

計   6,899,600  

該
当
事
業
費 

法
第
二
条
第
二
項 

上 水 道 ｍ 9,035.0 212,098  

下水道（雨水） ｍ － － 別途事業 

下水道（汚水） ｍ － － 別途事業 

ガ ス ｍ 10,725.0 166,135  

計   378,233  

整 地 費 ㎡ 163,445.1 644,443  

そ の 他 工 事 費 式 1 318,700  

調 査 設 計 費 ㎡ 284,689.3 613,943  

文 化 財 調 査 費 式 1 55,365  

工 事 費 計   8,910,284  

そ の 他 補 償 費 式 1 31,276  

計   31,276  

借 入 金 利 子 式 1 0  

計   0  

事 務 費 式 1 148,432  

総 計   9,089,992  
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３ 年度別歳入歳出資金計画表 
（単位：千円） 

区 分 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

歳

出 

工 事 費 
119,375 34,675 182,764 179,601 1,111,371 721,773 799,120 773,871

補 償 費 
0 0 0 0 0 0 0 0

利 子 
0 0 0 0 0 0 0 0

事 務 費 
12,216 17,534 13,647 11,893 31,549 29,282 32,311 0

計 
131,591 52,209 196,411 191,494 1,142,920 751,055 831,431 773,871

歳

入 

国 庫 補 助 金 
54,100 11,000 79,845 52,250 532,020 267,500 306,450 265,000

県 費 
10,526 2,063 15,479 10,319 94,332 41,420 45,402 0

市 費 
35,374 6,937 54,676 37,431 432,648 191,080 209,867 224,000

小 計 
100,000 20,000 150,000 100,000 1,059,000 500,000 561,719 489,000

公共施設管理者 
負  担  金 0 0 0 0 16,834 89,892 56,208 207,395

保留地処分金 
0 0 0 0 3,045 0 7,523 53,740

上越市単独費 
31,591 32,209 46,411 91,494 64,041 161,163 205,981 23,736

計 
131,591 52,209 196,411 191,494 1,142,920 751,055 831,431 773,871

差 引 過 不 足 
0 0 0 0 0 0 0 0

借 入 金 
0 0 0 0 0 0 0 0

 
 

区 分 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 合 計 

歳

出 

工 事 費 
1,604,878 1,053,229 937,760 675,089 708,125 33,278 6,651 8,941,560

補 償 費 
0 0 0 0 0 0 0 0

利 子 
0 0 0 0 0 0 0 0

事 務 費 
0 0 0 0 0 0 0 148,432

計 
1,604,878 1,053,229 937,760 675,089 708,125 33,278 6,651 9,089,992

歳

入 

国 庫 補 助 金 
821,188 391,199 312,034 146,125 306,900 0 0 3,545,611

県 費 
0 0 0 0 0 0 0 219,541

市 費 
695,628 329,769 261,902 119,555 251,100 0 0 2,849,967

小 計 
1,516,816 720,968 573,936 265,680 558,000 0 0 6,615,119

公共施設管理者 

負  担  金 0 0 0 0 0 0 0 370,329

保留地処分金 
7,447 90,102 144,510 23,623 23,222 163,141 21,197 537,550

上越市単独費 
80,615 242,159 219,314 368,280 0 0 0 1,566,994

計 
1,604,878 1,053,229 937,760 657,583 581,222 163,141 21,197 9,089,992

差 引 過 不 足 
0 0 0 △17,506 △126,903 129,863 14,546 0

借 入 金 
0 0 0 17,506 126,903 0 0 144,409
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第６ 参考図書 

１ 現況図 （イ）土地利用及び建物用途現況 

（ロ）給水、地下埋設物 

 

２ 市街化予想図 

別紙図面のとおり 

 

３ その他参考図書 

道路標準断面図 

 


